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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第88期

第１四半期
累計期間

第89期
第１四半期
累計期間

第88期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 （千円） 1,698,909 5,381,933 16,939,242

経常利益 （千円） 28,106 566,259 1,692,466

四半期（当期）純利益 （千円） 14,744 385,404 1,164,220

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,953,930 1,953,930 1,953,930

発行済株式総数 （千株） 12,401.7 12,401.7 12,401.7

純資産額 （千円） 16,505,304 17,469,417 17,405,644

総資産額 （千円） 22,856,144 30,122,461 29,316,470

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 1.18 31.34 94.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 35.00

自己資本比率 （％） 72.2 58.0 59.4

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成していませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載していません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載していません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。

４．第88期の１株当たり配当額には特別配当15円を含んでいます。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症による当社への影響等に関しましては、引き続き今後の状況推移を注視してまい

りますが、当該感染症の収束時期やその他の状況の経過により、業績及び財政状態に影響をもたらす可能性がありま

す。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものです。

 

(1)財政状態及び経営成績の状況

①経済情勢及び業界の概況

　当第１四半期累計期間における経済環境は、新型コロナウイルス感染症の新規感染者数が第６波の収束に伴い落

ち着きが見られたものの、新たな変異株の発生もあり引き続き油断出来ない状況が続いています。加えて世界的な

物流の停滞と、半導体不足を始めとする部材の調達の長納期化、ウクライナ情勢の緊迫化による世界的なエネル

ギー不足や物価上昇など、サプライチェーン全体に影響を与えています。こうした中、経済活動については徐々に

再開しつつあるものの、先行きの不確実性が高く不安定な状態が続いています。

　このような状況下において、当社は大きな成長が見込まれる車載用リチウムイオン二次電池の電極用やセパレー

タ用、液晶テレビやスマートフォン、タブレット端末用の光学フィルム、タッチパネル用塗工乾燥装置及び電子部

品関連塗工乾燥装置の受注強化に取り組んでまいりました。

 

②売上及び損益の概況

　売上高は、5,381百万円(前年同期比216.8%増)となりました。主な最終製品別売上高は、ディスプレイ部品関連

機器が1,548百万円(前年同期比252.5%増)、機能性紙・フィルム関連塗工機器が2,362百万円(前年同期比474.1%

増)、電子部品関連機器が69百万円(前年同期比86.5%減)、エネルギー関連機器が1,253百万円(前年同期比783.0%

増)となりました。売上高に占める輸出の割合は、93.4%(前年同期は44.0%)となりました。売上総利益は、741百万

円(前年同期比424.3%増)、売上総利益率は、13.8%(前年同期は8.3%)となりました。販売費及び一般管理費は200百

万円(前年同期比38.7%増)となりました。営業利益は、541百万円(前年同期は営業損失2百万円)、経常利益は、566

百万円(前年同期は28百万円)、四半期純利益は、385百万円(前年同期は14百万円)となりました。

 

③受注の概況

　受注高は、7,949百万円(前年同期比35.1%減)、その内輸出受注高は、7,594百万円(前年同期比34.6%減)となり、

受注高に占める輸出の割合は、95.5%(前年同期は94.8%)となりました。受注残高は、27,031百万円(前年同期比

6.7%増)、その内輸出受注残高は、21,191百万円(前年同期比5.9%減)となり、受注残高に占める輸出の割合は、

78.4%(前年同期は88.8%)となりました。

 

④財政状態の分析

　総資産は、30,122百万円(前期末比2.7%増)となりました。これは主に電子記録債権の増加によるものです。負債

は、12,653百万円（前期末比6.2%増）となりました。これは主に前受金の増加によるものです。純資産は、17,469

百万円(前期末比0.4%増)となりました。自己資本比率は58.0%(前期末は59.4%)となりました。
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(2)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

(3)研究開発活動

　当第１四半期累計期間の研究開発活動に要した費用は、総額20百万円となりました。

　なお、当第１四半期累計期間における研究開発活動の状況に重要な変更はありません。また、当社は単一セグメ

ントのため、セグメントごとの研究開発活動については記載していません。

(4)生産、受注及び販売の実績

　売上高については、前第１四半期累計期間において大型製番の進捗度が契約の初期段階であり、低調に推移いた

しましたが、当第１四半期累計期間においては、大型製番の進捗度が順調に推移し、大きく増加いたしました。

　受注高については、前第１四半期累計期間において国内外で投資活動を再開する動きがみられ大きく増加いたし

ましたが、当第１四半期累計期間においては、やや動きに落ち着きがみられたものの順調に推移いたしました。

 

(5)経営成績に重要な影響を与える要因

　海外案件については、海外への往来手続きの簡素化や隔離期間の短縮など、制限が緩和されたこともあり、受注

件数が増加すると共に大型案件の受注が増えています。さらにこれまで低迷気味であった国内受注についても回復

の動きが見られます。しかしながら国内外の設備メーカーとの価格競争は依然として厳しいものとなっており、調

達品の長納期化が常態化し、さらに原材料の価格上昇が鮮明となる中、受注設備の納期短縮が喫緊の課題となって

います。

　このような中、光学フィルム関連設備と合わせて、今後の成長に期待のかかる二次電池、燃料電池などのエネル

ギー関連業界に対する更なる販売強化と、次世代５Ｇ向け先端材料や全固体電池などへの取り組みも積極的に行っ

てまいります。

 

(6)資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社は、営業活動においてキャッシュ・フローを獲得し、中期的に安定して資金を獲得することが重要と考えて

おります。また、財務活動においても取引銀行と当座貸越契約の枠を十分に設定して不測の事態に備えておりま

す。

　また、2019年に新株予約権の発行及び行使による資金調達を行い、生産能力増強のため滋賀事業所の耐震工事及

び増築工事に取組んでまいりましたが、当該工事については2021年６月末に完成いたしました。今後は引き続き実

験棟の新規工事、実験機及び加工機械の新規購入等に着手する予定で、顧客からの先端技術の実験要望に応え得る

体制づくりと生産効率の向上を図り、更なる受注及び販売の増加を目指してまいります。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,401,720 12,401,720
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 12,401,720 12,401,720 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年４月１日～

2022年６月30日
－ 12,401,720 － 1,953,930 － 1,466,663

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 106,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,289,900 122,899 －

単元未満株式 普通株式 5,020 － －

発行済株式総数  12,401,720 － －

総株主の議決権  － 122,899 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）含まれ

ています。

②【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社テクノス

マート

大阪市中央区久太

郎町二丁目５番28

号

106,800 － 106,800 0.86

計 － 106,800 － 106,800 0.86

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2022年４月１日から2022年６

月30日まで）及び第１四半期累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

仰星監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,638,638 10,511,054

受取手形、売掛金及び契約資産 9,966,487 8,000,517

電子記録債権 1,111,655 4,513,153

仕掛品 486,130 358,135

原材料及び貯蔵品 66,122 97,255

未収消費税等 549,677 -

その他 392,637 584,888

貸倒引当金 △6,831 △6,831

流動資産合計 23,204,518 24,058,173

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,277,018 2,245,647

機械及び装置（純額） 113,385 106,881

土地 2,001,209 2,001,209

その他（純額） 117,244 90,278

有形固定資産合計 4,508,858 4,444,017

無形固定資産 11,512 49,024

投資その他の資産   

投資有価証券 1,238,440 1,206,589

その他 353,140 364,656

投資その他の資産合計 1,591,581 1,571,246

固定資産合計 6,111,952 6,064,288

資産合計 29,316,470 30,122,461

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,435,268 1,674,064

電子記録債務 5,625,175 6,229,491

未払法人税等 484,310 191,696

前受金 1,597,385 2,605,784

賞与引当金 174,217 93,154

役員賞与引当金 64,536 22,847

その他 182,636 471,599

流動負債合計 10,563,531 11,288,638

固定負債   

退職給付引当金 857,599 874,709

資産除去債務 6,412 6,412

その他 483,283 483,283

固定負債合計 1,347,295 1,364,405

負債合計 11,910,826 12,653,044
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,953,930 1,953,930

資本剰余金 1,683,457 1,683,457

利益剰余金 12,383,696 12,461,728

自己株式 △141,264 △141,307

株主資本合計 15,879,819 15,957,807

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 423,997 398,337

繰延ヘッジ損益 4,719 16,164

土地再評価差額金 1,097,107 1,097,107

評価・換算差額等合計 1,525,824 1,511,609

純資産合計 17,405,644 17,469,417

負債純資産合計 29,316,470 30,122,461
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 1,698,909 5,381,933

売上原価 1,557,474 4,640,456

売上総利益 141,434 741,477

販売費及び一般管理費 144,262 200,021

営業利益又は営業損失（△） △2,827 541,455

営業外収益   

受取利息 3 4

受取配当金 17,378 23,764

助成金収入 13,128 780

その他 1,868 3,272

営業外収益合計 32,378 27,821

営業外費用   

支払利息 117 137

支払保証料 1,233 2,843

その他 92 37

営業外費用合計 1,443 3,018

経常利益 28,106 566,259

特別利益   

固定資産売却益 - 99

特別利益合計 - 99

特別損失   

工場建替関連費用 755 -

特別損失合計 755 -

税引前四半期純利益 27,351 566,358

法人税等 12,606 180,954

四半期純利益 14,744 385,404
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する

方法によっております。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりです。

 
前第１四半期累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

減価償却費 34,538千円 43,309千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月24日

定時株主総会
普通株式 173,529 14.00 2021年３月31日 2021年６月25日 利益剰余金

（注）１株当たりの配当額の内訳　普通配当４円　特別配当10円

 

２.株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 307,373 25.00 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金

（注）１株当たりの配当額の内訳　普通配当10円　特別配当15円

 

２.株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、機械器具製造業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（単位：千円）

 
ディスプレイ

部品関連機器

機能性紙・

フィルム関

連塗工機器

電子部品

関連塗工

機器

エネルギー

関連機器
化工機器 その他 合計

国内 288,366 367,924 45,349 139,543 － 110,033 951,217

中国 139,212 43,140 473,367 （注）△16,130 － 18,722 658,311

韓国 11,647 － － 18,487 － 40,885 71,019

その他 － 390 － － 5,467 12,502 18,360

計 439,225 411,455 518,717 141,899 5,467 182,143 1,698,909

一時点で移転され

る財
94,350 － － － － 182,143 276,493

一定の期間にわた

り移転される財
344,875 411,455 518,717 141,899 5,467 － 1,422,415

　（注）原価総額の見積りを見直した結果、進捗度が減少し、その結果売上高も減少いたしました。そのため金額を△表

示で記載しております。

 

当第１四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

（単位：千円）

 
ディスプレイ

部品関連機器

機能性紙・

フィルム関

連塗工機器

電子部品

関連塗工

機器

エネルギー

関連機器
化工機器 その他 合計

国内 5,106 86,867 10,076 154,754 － 100,421 357,226

中国 1,543,230 2,275,380 59,853 509,839 － 30,564 4,418,868

韓国 － － － 588,416 － 6,660 595,076

その他 － － － － － 10,762 10,762

計 1,548,337 2,362,248 69,929 1,253,009 － 148,408 5,381,933

一時点で移転され

る財
104,200 － － 25,600 － 148,408 278,208

一定の期間にわた

り移転される財
1,444,137 2,362,248 69,929 1,227,409 － － 5,103,725
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益 1円18銭 31円34銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 14,744 385,404

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 14,744 385,404

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,394 12,294

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年８月９日

株式会社テクノスマート

取締役会　御中

 

仰星監査法人

大阪事務所
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 俣野　朋子

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 濵田　善彦

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テクノ

スマートの2022年４月１日から2023年３月31日までの第89期事業年度の第１四半期会計期間（2022年４月１日から2022年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テクノスマートの2022年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合
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は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社テクノスマート(E01628)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	（１）四半期貸借対照表
	（２）四半期損益計算書
	第１四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

